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シリアル・プログラムでは，デバイスによっては一

部の機能設定用ヒューズの書き込みができないといっ

た制限がありますが，最近のデバイスであればほとん

どの機能がシリアル・プログラムでも設定できるよう

になっているようです．

シリアル・プログラムでは，SPIインターフェース

を使用するため扱いやすく，また書き込み用の電源を

用意する必要もないため，簡易なライタにはよく利用

されています．

また，シリアル・プログラムを使用すれば，オンボ

ードでプログラムの書き込みと変更が可能なので，製

品で使用する場合のファームウェア変更の問題もクリ

アできるというメリットがあります．

● ATtiny461の内部モジュールを活用して外部回路

を削減

製作した降圧型DC－DCコンバータの回路図を図

製作する降圧型
DC－DCコンバータについて

アトメルから tinyAVR コントローラの新製品

ATtiny261/461/861が発売されました．これらは，

10ビット・タイマ/カウンタを最高64 MHzで高速動

作させることができます．

ATtiny261/461/861の違いは，内蔵するフラッシ

ュ・メモリやSRAMの容量の違いだけで，それ以外

の機能は同じです．

今回は，このなかからATtiny461を使って，降圧

型DC－DCコンバータ（写真12－1）を製作しながら，

ATtiny461の機能を見ていくことにします．

● tinyAVRとmegaAVR

AVRマイコンは，PICマイコンと同様に，フラッ

シュ・メモリと周辺モジュールを内蔵したワンチッ

プ・マイコンです．初期の AVR マイコンは，

AT90SXXXXといった型番でしたが，現在は，小ピ

ンのtinyAVRシリーズと，大容量のmegaAVRシリ

ーズの二つのシリーズになっています．

どちらのシリーズも同じAVRコアを採用しており，

幅広いレンジとシリーズ全体にわたる互換性などが特

徴となっています．アーキテクチャは全シリーズで一

貫しているので，デバイスが異っても基本的な使い方

は変わりません．最近では開発にC言語を使用するこ

とが多いので，アーキテクチャの違いはさほど気にな

りませんが，アセンブリ言語で記述する場合は一貫性

のあるアーキテクチャは大きなメリットです．

● パラレル・プログラムとシリアル・プログラム

プログラムの書き込みは，高い書き込み電圧を必要

とするパラレル・プログラムと，SPIインターフェー

スを使用するシリアル・プログラムがあります．

AVRマイコンについて

専用電源ICと同等性能のプログラマブルDC－DCを製作
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写真12－1 製作した降圧型DC－DCコンバータの外観
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12－1に示します．

ATtiny461は，PWMやA－Dコンバータ，基準電

圧源を内蔵し，タイマ/カウンタ1はCPUより高い最

高64 MHzのクロックで動作させることができるので，

ほとんど外部回路無しで電源を構成することができま

す．

● 出力電圧の調整方法

図12－2に機能ブロック図を示します．図のように，

実際の出力電圧をA－Dコンバータで監視し，設定電

圧の比較を行い，比較結果をPWMに反映させていま

す．A－Dコンバータの基準電圧にはATtiny461内部

の2.56 Vを使用しているので，観測電圧がこの範囲に

入るように出力電圧を1/2に分圧してモニタしていま

す．

出力電圧の設定値は4ビットのBCDスイッチを二

つ使い，電圧の整数部と小数部をそれぞれ指定できる

ようにしています．電圧の設定範囲は，実用性を考え，

1.8～3.3 Vの範囲としました．これ以外の範囲では誤

差が大きくなるので注意してください．

ATtiny261/461/861は，それぞれ2 K/4 K/8 Kバイ

トのプログラム・フラッシュを内蔵したマイコンです．

データ用のEEPROMはそれぞれ128/256/512バイト，

SRAMもそれぞれ128/256/512バイト内蔵しています．

また，低電圧動作のATtiny261/V，ATtiny461/V，

ATtiny861/Vというデバイスもあります．

ATtiny261/461/861のピン配置とブロック図を，

図12－3と図12－4に示します．

● 内蔵モジュール

ATtiny261/461/861には，次のような内蔵モジュ

ールがあります．

¡EEPROM：128/256/512バイト（ATtiny261/

461/861）

¡クロック・ジェネレータ

¡GPIO
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図12－1 製作した降圧型DC－DCコンバータの回路図

ATtiny461の内蔵モジュールと64 MHzのペリフェラル・クロックを使用することにより，小型で外部部品の少ない電源を構成す

ることができる
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図12－2 ATtiny461を使った降圧型DC－DCコンバータのブロ

ック図

基準電圧に内部の2.56 Vを使用しているので，観測電圧がこの範囲に

入るように出力電圧を1/2に分圧してモニタする


